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■ワークショップってなにをする？

■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

■第５回ワークショップの進め方〈ワーク〉
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■ ワークショップってなにをする？

ハード・ソフト施策に関する事項

産官学等の多様な関係者の連携（エリアマネジメント）に関する事項

■対象地区のまちづくりに必要とされる都市機能や市民目線でのアイデア

について意見を取入れること

■柏原駅東地区のほか、駅西側の地区のまちづくりに関係する主体、本地

区のまちづくりに興味をもつ個人や団体、教育機関等が連携する流れを

つくること

■共通の課題解決に向けてアイデアを出し合い、実際に社会実験などを通

して手や足、口を動かしながらお互いの考えについて学び、協働で目標

達成へ向かうこと
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■ ワークショップってなにをする？

定 義

■参加者が主体的に活動する場であり、体験型の講座やグループワーク、

研究を行う
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■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

イメージ

●地区の長所・

短所を考える

●活動に使える

公共空間を共

有する

●まちの人たち

にとっての理

想の暮らし方

を思い描く

●理想の暮らし方を実現するための環境を考える

いいところ
悪いところ 理想の暮らし方

活動できる
場所

第１回 第２回 第３回

●●（理想の暮らし）

●●のある

ができる

●●な場所

広場がある

座る段差がある

屋内のバック
ヤードがある

イスがある まちの賑わいを
歩いて楽しめる

にぎやかな

談笑しながらくつ
ろいでいる人たち

がみられる
静かな

●●（例：商店街の通り）で
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■ 柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

イメージ

●環境をつくるための

取組を考える

第４回

・駅前広場をつくる

・公園を再整備する

・公共空間を使いやすく

するための制度を

設ける

行政が
できる
こと

社会実験で
試してみる

民間・
地域が
できる
こと

・オープンカフェを行う

・休憩用のイスと

テーブルを置く

・イベントを開催する

・空き家を活用する 等

・オープンカフェを実施

・テーブルとベンチを店前に

設置する

・マルシェを開催する

・子どもの遊び場をつくる 等

・公園をイベント広場に設える

・道路を一定期間活用できる

場所として占用する

・テーブルベンチを設置する 等

●取組を見直す

●これから自分がで

きることを考える

●地区のアクション

プランを考える

●４月からの動きを

考える

第６回第５回

トライアルサウンディング

●社会実験の

実施に向けた

勉強会

行政

民間・地域

個別施策の検討



WS内容
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■ 第５回ワークショップの進め方〈ワーク〉

社会実験やトライアルサウンディングの内容を考える

● 「理想の暮らしのシーン」を実現するために、柏原駅周辺の各

活用場所でやってみたい内容を考えます。

● 自分がどのように参加できるのかも考えながらアイディアを出

し合いましょう。

〇 行政は、ワークショップで出された意見をもとに、実験ができるように空間

を整えたり、安全面や運営の仕組みを準備します。

〇 市民や事業者は、自分がどのように関わるかを考えたり、仲間を見つけたり

しながら、当日に向けての役割や協力の方法をイメージしていきます。

社会実験までにすること

社会実験当日にすること

〇 市民や事業者は、参加者として体験したり、運営や出店などで関わったりし

ながら、実際にその場所をどう使えるかを一緒に確かめます。

〇 行政は、安全や運営をサポートしながら記録を取り、実験の成果を次の取組

につなげます。



②柏原駅周辺マップ（A0）

③社会実験/トライアルサウンディングまとめシート（A0）

使用ツール
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■ 第５回ワークショップの進め方〈ワーク〉

①ワークシート（B6）



社会実験やトライアルサウンディングにおいて、「だれが・どこ

で・なにをする・自分はどうやって関わるか」を考え、ワーク

シートに記入します。

社会実験やトライアルサウンディングの案を

考えてみる
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■ 第５回ワークショップの進め方〈ワーク〉

STEP１

私

①柏原駅
JR柏原駅構内２階コンコース

どのような情報のチラシを

置くか考える

チラシをセレクトして配架する

〈ワークシートの記入例〉

地域イベントの発信？
行政情報の発信？

コミュニティ活動の発信？
地域の魅力の発信？

情報が確認しやすい
椅子や机の配置を考える

情報が手に取りたくなる
ような装飾を考える

社会実験等のチラシを
作成する

地域の魅力発信
のため、

柏原市で撮った
写真を掲示する

平日/日中や通勤時間帯



社会実験当日社会実験当日までの準備期間
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社会実験への参加イメージ（例）

■ 第５回ワークショップの進め方〈ワーク〉

●当日に来訪し、楽しむ

●準備の手伝いをする●チラシをつくる

●調査を手伝う
● 休養スペースの設えを

考える

関わり度合い

高

低

まちづくり（社会実験）への関わり方は様々です。以下に参加のイメージ例を示します。

●キッチンカーの事業者として、飲食物の提供を行う

● 家族や知人に社会実験の

周知を行う



グループメンバーへ共有
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■ 第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ２

グループ内で各自発表をしていただきます。

STEP ３ 共有・振り返り

各テーブルの代表者より発表していただきます。


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

